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川
越
陸
上
少
年
団
3
連
覇
！
全
国
大
会
へ

全
国
小
学
生
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
リ
レ
ー
県
大
会

小
学
生
が
お
正
月
の
お
花
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

い
け
ば
な
（
池
坊
）
一
日
体
験
教
室

平
成
１８
年
川
越
町
・
朝
日
町
合
同
出
初
式
を
開
催

逆
転
劇
で
南
福
崎
が
7
連
覇

第
３１
回
川
越
町
駅
伝
大
会

亀
崎
地
区
で｢

ど
ん
ど
焼
き｣ 　

ポ
イ
捨
て
を
な
く
し
、
美
し
い
町
に
し
ま
し
ょ
う
。
ル
ー
ル
を
守
る
あ
な
た
の
気
持
ち
が
環
境
を
守
り
ま
す
！

全国大会出場を決めた川越陸上少年団

火入れすると一気に燃え盛ります

出来栄えは上々！お正月にぴったりです

第
５
中
継
地
点
…
こ
の
時
点
で
南
福

崎
は
３
位
に
つ
け
て
い
ま
し
た

勤続・感謝表彰の様子
　

12
月
25
日

（日）
、
中
央
公

民
館
で
小
学

生
を
対
象
に
い
け
ば
な
（
池
坊
）
一
日
体

験
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

23
名
が
参
加
し
た
今
回
は
、
竹
を
花
器

に
見
立
て
セ
ン
リ
ョ
ウ
や
ピ
ン
ク
の
菊
、

水
引
を
使
い
お
正
月
花
の
い
け
ば
な
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　

１
月
15
日
（日）
、
町
内
約
20
㎞
を
11
区
間
に

わ
け
て
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
第
31
回
川
越
町
駅

伝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ン
カ
ー
に

タ
ス
キ
が
わ
た
っ
た
時
点
で
南
福
崎
と
当
新

田
が
同
タ
イ
ム
首
位
と
い
う
大
接
戦
で
し
た
が
、
７
連
覇
の
か
か
っ
た
南

福
崎
が
意
地
を
み
せ
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

【
区
間
賞
】
１
区
山
田
卓
弥
（
北
福
崎
）、
２
区
加
藤

翔
子
（
亀
崎
）、
３
区
星
野
友
成
（
豊
田
一
色
）、
４
区

花
木
智
子
（
豊
田
）、
５
区
谷
口
あ
き
の
（
天
神
）、
６

区
園
田
和
也
（
豊
田
）、
７
区
伊
藤
幸
洋
（
亀
崎
）、
８

区
山
下
恭
介
（
当
新
田
）、
９
区
山
本
恭
裕
（
南
福
崎
）、
10
区
川
村
理
沙
（
豊
田
）、

11
区
秋
吉
信
二
（
豊
田
）

　

12
月
10
日
（土）
、
陸
上
の
全
国
小
学
生
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
リ
レ
ー
大
会
県
選
考
会
が
県
営
総
合
競
技
場
陸
上
競
技

場
（
伊
勢
市
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
１
５
０
０　

の
男
女

上
位
３
人
の
記
録
の
合
計
で
順
位
を
競
い
、
２
位
の
楠
陸

上
ジ
ュ
ニ
ア
に
約
40
秒
の
差
を
つ
け
、
31
分
54
秒
46
で
川

越
陸
上
少
年
団
が
３
年
連
続
４
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。
同
チ
ー
ム
は
３
月
25
・
26
日
に
大
阪
府
で
開
催
さ

れ
る
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

【
大
会
結
果
】
①
川
越
陸
上
少
年
団
（
太
田
隼
人
、
山
田

卓
弥
、
松
岡
賢
史
朗
、
今
村
宥
美
、
前
田
明
花
、
谷
口
あ

き
の
）
②
楠
陸
上
ジ
ュ
ニ
ア
③
南
勢
陸
上
ク
ラ
ブ

平
成
１８
年
成
人
式

　

１
月
９
日
（祝）
、
あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
で
平
成
18
年
成
人
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
、
川
越
町
で
成
人
を
迎
え
る
の
は
130
名
（
男
53
名
、
女
77
名
）
で
、

式
典
に
は
103
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

１
３
０
名
が
成
人
を
迎
え
る

水越　敦子さん

平田　師久さん

（学生）

（学生）

◆水越さんは、新成人代表と
して謝辞を読み上げました。

◆平田さんは、新成人代表と
して記念品を受け取りました。

　

１
月
８
日
（日）
、
川
越
町
総
合
体
育

館
を
会
場
に
平
成
18
年
川
越
町
・
朝

日
町
合
同
出
初
式
が
開
催
さ
れ
、
川

越
町
・
朝
日
町
両
消
防
団
か
ら
約
160

名
の
団
員
が
式
に
の
ぞ
み
ま
し
た
。

　

川
越
町
長
の
告
辞
の
後
、
勤
続
・

感
謝
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰

さ
れ
た
消
防
団
員
の
み
な
さ
ん
は
次

の
と
お
り
で
す
。

〈
川
越
町
長
表
彰
〉

【
功
労
賞
】
水
越　

進
（
第
４
分
団
）
、

大
久
保
輝
之
（
第
１
機
動
隊
）
、
服
部

裕
紀
（
第
１
分
団
）
、
陣
田
和
夫
（
第

２
分
団
）
、
山
下
高
史
（
第
５
分
団
）
、

北
畠　

如
（
第
７
分
団
）

【
５
年
勤
続
表
彰
】
寺
本
憲
司
（
第
１

機
動
隊
）
、
川
村
洋
輝
（
第
２
分
団
）
、

樋
口
雅
芳
（
第
３
分
団
）
、
小
林
敦
夫

（
第
３
分
団
）
、
東　

眞
市
（
第
３
分
団
）
、

加
藤
靖
仁
（
第
６
分
団
）
、
市
川
和
洋
（
第

７
分
団
）
、
山
本
敬
明
（
第
９
分
団
）
、

伊
藤
宏
紀
（
第
９
分
団
）

【
１０
年
勤
続
表
彰
】
寺
本
光
伸
（
第
１

機
動
隊
）
、
大
橋
善
和
（
第
１
分
団
）
、

駒
田
昌
彦
（
第
４
分
団
）
、
牧
野
温
憲
（
第

８
分
団
）

【
１５
年
勤
続
表
彰
】
駒
田
宗
久
（
副
団
長
）
、

伊
東
邦
明
（
第
１
機
動
隊
）
、
市
川
幹

也
（
第
10
分
団
）

【
２５
年
勤
続
表
彰
】
舘　

正
広
（
第
４

分
団
）

〈
三
重
県
消
防
協
会
北
勢
支
会
長
表
彰
〉

【
表
彰
徽
章
】
寺
本
憲
治
（
第
１
機
動
隊
）
、

内
田
充
則
（
第
３
分
団
）
、
山
家
喜
一

郎
（
第
４
分
団
）
、
山
下
哲
司
（
第
５

分
団
）
、
中
西
厚
二
（
第
５
分
団
）
、

伊
藤
浩
一
（
第
６
分
団
）
、
太
田　

力
（
第

６
分
団
）
、
大
岡
義
明
（
第
８
分
団
）

【
功
労
表
彰
】
舘　

正
広
（
第
４
分
団
）
、

寺
本
幹
雄
（
第
１
分
団
）

〈
三
重
県
消
防
協
会
長
表
彰
〉

【
表
彰
徽
章
】
寺
本
憲
司
（
第
１
機
動
隊
）
、

川
村
洋
輝
（
第
２
分
団
）
、
樋
口
雅
芳
（
第

３
分
団
）
、
小
林
敦
夫
（
第
３
分
団
）
、

　

東　

眞
市
（
第
３
分
団
）
、
加
藤
靖

仁
（
第
６
分
団
）
、
市
川
和
洋
（
第
７

分
団
）
、
山
本
敬
明
（
第
９
分
団
）
、

伊
藤
宏
紀
（
第
９
分
団
）

【
精
勤
章
】
駒
田
宗
久
（
副
団
長
）
、

田
中　

浩
（
第
10
分
団
）

当
新
田
は

惜
し
く
も
2
位
に

優　勝
準優勝
３　位
４　位
５　位
６　位
７　位
８　位　

※亀須、上吉地区は不参加

大　

会　

結　

果

南福崎
当新田
豊　田
豊田一色
高　松
亀　崎
天　神
北福崎

　

１
月
８
日
（日）
、
亀

崎
地
区
で
ど
ん
ど
焼

き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ど
ん
ど
焼
き
は
民
間

行
事
（
小
正
月
の
火

祭
）
と
し
て
日
本
各

地
で
広
く
行
わ
れ
て
お
り
、
松
の
木
を
中
央
に
据
え
、
長
い
竹
を
四
方
か
ら
組

み
、
各
家
か
ら
集
め
て
き
た
正
月
の
松
飾
り
を
入
れ
て
火
を
付
け
ま
す
。　

ど

ん
ど
の
火
で
焼
い
た
餅
を
食
べ
る
と
一
年
中
病
気
に
か
か
ら
な
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　家族をはじめ多くの人に支えられ、いつしか人は一
人では生きていけないという事に気付き、感謝する心
が芽生えました。何事にも感謝するという気持ちを大
切にすれば責任ある行動に結びつくと思います。「成
人の日」を新たな社会人として自覚し、若さを武器に
失敗を恐れず、夢や目標に向かってあらゆることに挑
戦したいです。何処にいても川越町は僕達の素晴しい
故郷です。いつまでも素敵な町であり続けてほしいで

　最近のマスメディアには残虐な事件、戦争や占領の
惨禍が溢れています。また、インターネットが普及し、
人と人とのコミュニケーションが希薄になっていると
も言われます。これからを生きる大人として、周囲の
人々に共感する優しさ、心のゆとり・優雅さを常に持
っていたいと思います。それから自分の意思を表現し、
それを行動に移せる強さも持っていたいと思います。

メ
ー

ト
ル


